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 5月30日から6月5日にかけて東京新宿の高島屋で行わ

れた「大学は美味しい!!」フェアに山形大学も参加しまし

た。このフェアでは先日、城戸淳二教授や鹿野一郎准教

授らが有機ELを光源に使った野菜栽培の技術開発などに

取り組む新会社「ナチュラルプロセスファクトリー」が

作った野菜クッキーなどが出品されました。 

 このクッキーは野菜と小麦粉の比率が7：3となってい

て、“野菜嫌いの子供でもおいしく食べられるもの”と

いうコンセプトの元、トマト、ニンジン、秘伝豆の3種

類が作られました。このクッキーに使用する野菜の粉末

を作る過程で用いる常温乾燥機は従来の乾燥機にあった

課題を鹿野先生が改善したものだそうです。この乾燥機

はほかの乾燥法と違い常温で抗酸化力を落とさず、素材

本来の色や風味、栄養価を維持したまま乾燥させること

ができるのだそうです。これによって幅広い素材を本来の持ち味を維持したまま乾燥

させることができ、粉末に加工することにより幅広い商品への応用が可能になりまし

た。現在、米沢市内のお店でもドライトマトを使ったパスタやオリーブ、秘伝豆を

使ったジェラート、秘伝豆の粉末を混ぜたパスタなどが販売されているそうです。お

店で見かけたときは食べてみてはいかがでしょうか？ 

「大学は美味しいフェア」に 

 昨年の東日本大震災以降行っている震災ボランティアの委員長である猪腰敬洋さん

にインタビューして来ました。猪腰さんは震災後に現地の様子を見て自分も被災地の

ために何かできることはないかと思いボランティアに参加したそうです。「初めて現

地を自分の目で見たときは被災のすさまじさに驚きました。ボランティアの回数を重

ねるごとに復旧・復興されていく様を見て、喜びを感じました。しかしまだ継続的な

支援の必要性を感じました」と話してくれました。これまでは側溝の泥あげやかき出

し、瓦礫の撤去、集めた個人の物の整理などを行ってきた

そうです。現在は放置されていた瓦礫がだいぶ片付いてき

ており、主要な道路は綺麗に舗装されたりと少しずつ元の

生活に戻りつつあるそうです。しかし、一方で未だに片づ

けた瓦礫の受け入れ先が見つからなかったり、細かい場所

にはまだまだ瓦礫が残っていたりと課題もあるそうです。 

 「考えてはいたけれど行動を起こすことができなかった

人がこの記事を読んで何かのきっかけになれば幸いです」

と言っていました。 

今年も被災地でボランティア活動を行っています！ 

震災ボランティア 

「チーム米沢」代表 

電気電子工学科４年 
   いのこし ゆきひろ 

猪腰 敬洋 さん 

機械システム工学分野 准教授 
    か の  いちろう 

鹿野 一郎 先生 

出展しました！ 

出展した「野菜クッキー」 

昨年のボランティアの様子 
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 商品開発･管理学会の第16回全国大会で研究発表の最

高賞を受賞した本間洋さんを取材しました。 

 今回の受賞は，企業と共同で開発した撹拌（かくは

ん）機について、製品の開発段階から実機の販売、さら

に、利用者への調査にもとづいた改善案まで挙げている

ことが評価されたそうです。 

 本間さんは研究の中で、撹拌時のモータのトルクや回

転数、レイノルズ数をリアルタイムで計測するシステム

を開発しました。このシステムにより、撹拌する液体の

混合や化学反応などの進行に合わせ、撹拌する向きや速

度を自動で制御することが可能となりました。このた

め、新しい撹拌機は精密で複雑な撹拌条件を維持するこ

とができるので、化粧品や新素材などの研究開発をする

企業や大学の研究室などで活躍しています。 

 本間さんは、自らの研究が製品に生かされ、利用者から評

価されていることに、研究のやりがいを感じているそうで

す。これまで行なってきた研究を振り返り、「企業と共同研究できたことは、自分にとってチャンスだった。今、研究の成

果が製品に生かされ、また、ユーザから評価されていることを嬉しく思うし、今後もこれを糧に研究に励みたい」。 同世

代の学部生や修士の学生に対し、「研究は最先端の課題に挑戦できるチャンス。成功するかどうかはおいといて、新しいこ

とにチャレンジできることを楽しんでほしい」と述べられていました。 

 魅力溢れる山大工学部の研究 ～大学院博士後期課程 本間洋さん～ 

 3月11日(日)から21日(水)にかけて本学部の機械システム工学分野の多田

隈理一郎助教及び機械システム工学専攻1年（大久保重範研究室）の松村崇弘

さん、大和田翔さんら４名でケニアとタンザニアを訪問しました。 

 訪問にあたり、本学部が長井市の企業関連者と共同開発している「ナガレ

グレー」、「大久保スペシャル」という２体の格闘用２足歩行ロボットを持

参しました。 

 3名は14日(水)に本学と大学間協定を結んでいるタンザニアのダルエスサ

ラーム大学を訪れ、ロボットによるデモンストレーション及びロボット研究

内容の講演を行いました。その後、協定校の大学で講演を数回ずつ行いまし

た。いずれも大盛況で、２体のロボットが横ばいの状態から立ち上がり、パ

ンチやキックなど人間のような複雑な動きを披露すると、参加者から大きな

歓声が上がりました。多くの大学生が日本のロボット技術に関心を持ち、講

演後には多田隈先生に熱心に質問する姿が見られました。 

 また、政府要人の前や現地の子供たちなど、様々な場で、本学のロボット

技術を紹介してきました。 

 今回の訪問をきっかけに、今後ますます研究流や留学生の受け入れなど、

多くの形で交際交流の輪を広げていくことが期待されます。 

大学院理工学研究科 
バイオ工学専攻(D2) 

高橋(幸)研究室 
 ほ ん ま  よう 

本間 洋  

本間さんが開発した 
かくはん機 

 

 

 4月から理工学研究科国際交流センターにアメリカ人のジスク先生が着任されました。以

前は東北大学大学院文学部で日本語の漢字について研究されていたそうです。先生の研究室

には、研究資料として使う日本の古書が千冊以上所狭しに並べられています。工学部では専

門である日本語の研究の他に、英語の授業と留学生向けの日本語の授業、海外大学との協定

活動などもなされているそうです。 

 また、ジスク先生は水曜日の11時から生協2階の国際交流ラウンジで英会話ランチを開催

しています。英会話ランチでは、日本人学生と留学生がジスク先生を囲み英語と日本語を交

えながら雑談やアメリカのゲームなどで遊んでいます。また、水曜日の18時から同じ交流ラ

ウンジでムービナイト(映画鑑賞会)などもしているそうです。 

 なお、国際交流ラウンジは、４月に学友会の支援により整備され利用しやすくなりまし

た。英会話ランチ以外にも、イスラム教の学生のお祈りや国際交流サークルの活動、大学の

イベントに利用され、留学生や日本人学生が交流する場となっています。今回取材したジス

ク先生は大変気さくな方ですので、英語で先生とお話したい方や日本の古典に興味のある方

は英会話ランチや生協2階の研究室に遊びに行かれてはいかがでしょうか。 

Zisk（ジスク）先生にインタビュー！  

新しい「かくはん機」を開発 

アフリカでロボット研究を紹介してきました！ 

Welcome ! 
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 本学部には、数々の学会やサークルの大会等で優秀な

成績を修めている学生が大勢います！その一部を、ここ

にご紹介します。  いている学生達！！ 今 輝 
学  会  等  で  の  表  彰  一  覧 

渡邉 瞳 さん 
電気電子工学科（近藤研究室） 

わたなべ ひとみ 

飛田 直孝 さん 
機械システム工学専攻（村澤研究室） 

 とびた なおたか 

渡部 貴裕 さん 
バイオ化学工学専攻（水口研究室） 

 わたなべ たかひろ 

H24.5.19「分析化学」 
第60巻第4号掲載

遠藤 拓哉 さん 
電気電子工学専攻（東山研究室） 

えんどう たくや 

菅野 太一 さん 
バイオ化学工学専攻（多賀谷研究室） 

 すげの  たいち 上之郷 将志 さん 
応用生命システム工学科（井上研究室） 

かみのごう  まさし 

佐藤 秀哉 さん 
電気電子工学専攻（大嶋・齊藤研究室） 

さ と う  しゅうや 
秋谷 守紀 さん 

電気電子工学専攻（大嶋・齊藤研究室） 

 あきや  もりとし 

秋葉 直樹 さん 
機械システム工学科（大久保研究室） 

森 祐太 さん 
機械システム工学科（黒田研究室） 

澤田 大樹 さん 
機械システム工学科（古川研究室） 

 あきば  なおき 

 もり ゆうた 

 さわだ  だいき 

宿谷 野々子 さん 
機械システム工学専攻（幕田研究室） 

 しゅくや の  の  こ 

髙橋 雄大 さん 
機械システム工学科（中西研究室） 

小野 史暁 さん 
機械システム工学専攻（妻木研究室） 

 たかはし ゆうだい 

 お の  ふみあき 

宍戸 瑛人 さん 
機械システム工学専攻（李鹿研究室） 

 ししど  えいと 

地  域  貢  献  等  で  の  表  彰  一  覧 

「高齢者宅除雪ボランティアチーム」が２つの賞を受賞しました！ 

 豪雪地域の高齢者の冬期の不安を解消するため、本

学部の学生たちが例年行っている除雪ボランティア活

動が評価され、右の２つの賞を受賞しました。 

 また、学内でも２年連続で「山形大学・元気プロ

ジェクト」に採択されました。 
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○科学フェスティバル in よねざわ2012 
 日時：7月28日(土)・29日（日）10:00～16:00 

 場所：工学部キャンパス 

○工学部国際連携サマープログラム2012 
 日時：7月30日(月)～8月10日(金) 

 参加学生：中国、韓国、タイ、マレーシアの海外協定校 

      生12名（男5、女7）、及び山形大学工学部   

    生13名（男６、女７） 

○工学部オープンキャンパス2012 
 日時：8月3日(金) 9:30～16:30 

 場所：工学部キャンパス 

今後のお 

○公開講座「これからのエネルギー社会につい

て」 
 日時：8月3日(金)13:00～16:30 

 場所：工学部4号館中示範Ａ教室 

 参加費：無料  対象：どなたでも聴講いただけます 

○公開講座「やわらかなコンピューティング～視

る，聞く，訳す，使う～」 
 日時：8月3日(金)13:00～16:00 

 場所：工学部百周年記念会館１階セミナー室 

 参加費：無料  対象：どなたでも聴講いただけます 

○夏期休業 

知 らせ 

 昨年の8月から今年の2月の半年間に長期イン

ターシップに参加された伊藤和人さん(理工学研

究科機械システム工学専攻，修士2年)を取材しま

した．伊藤さんが参加された長期インターンシッ

プとは，産学連携の促進と学生の実践的な教育を

目的に，修士の学生が長期間にわたり企業と共同研究するものです． 

インターンシップ期間中，伊藤さんは「ベルトの鳴きの抑制」について研究さ

れました．ベルトの鳴きとは，自動車やバイクなどのブレーキ時に聞こえる「キ

キ―」となる摩擦音のことで，伊藤さんは，その摩擦音が発生しにくいゴムベル

トの開発に挑戦されました．そこで，企業ではゴムの開発やブレーキ実験による

評価試験などを行ない，大学の研究室でデータの整理や考察，次の実験に向けた

準備などをされたそうです． 

伊藤さんは，「インターンシップを通して，見本となるような社会人の方と出会うこと

ができ，今後の学生生活を考える機会となった．また，企業で働くことへの具体的なイ

メージを持つことができ，就職活動に活かすこともできた」と振り返られていました． 

 米沢キャンパスと小白川キャンパスを結ぶバスが開通されました。このバスは、7月末まで

無料で、夏休み期間中は運休し、10月から片道500円で運行するそうです。往復バスは、学

生団体CABUSの代表を務める稲垣和崇さん(機械システム工学科3年)が企画し、大学の支援

やバス会社の協力で実現しました。企画の動機について伺ったところ、稲

垣さんは「米沢市と山形市の学生のサークルや交流をしやすくしたい」と

思ったからだそうです。今後は鶴岡と山形を結ぶバスも計画中とのことで

した。 

 重要※バスの乗車はネット予約が必要です。 

 予約と運行情報の確認はこちらで→ URL http://cambus-yamagata.jimdo.com/ 

  ・工学部正門8:00→山形駅(降車のみ)9:10→小白川正門9:25 

  ・小白川正門9:35→工学部正門10:40 

  ・工学部正門19:00→小白川正門20:10 

小白川ー米沢キャンパス無料往復バス開通(土曜日) 

機械システム工学専攻２年 
      いとう  かずと 

伊藤 和人 さん 

一緒に新聞を作ってくださる編集員を募集しています☆ 

また、サークル活動の成績や各種の受賞・表彰など、工学部新聞に掲

載する情報もどしどしお寄せ下さい！連絡お待ちしています!!! 

 Tel 0238-26-3419  Ｅ-mail koukoho@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

編集員を募集しています。掲載情報もお寄せ下さい！ 

編集後記 
 新しい編集員も増えての発行となりました。今年はソフトボール大会

が雨で中止になってしまって表紙を飾れなかったのがとても残念でし

た。今後とも多くの活躍する人たちを取材し、多くの人に読んでもらえ

るような新聞にしていきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

CABUS代表 

機械システム工学科3年 

稲垣
いながき

 和崇
かずたか

 さん 


